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１ はじめに

いわゆる「ノートルダム楽派のオルガヌム」の作曲者としてレオニヌスとペロティヌスと

いう名前が知られており、12世紀後半から13世紀にかけて活躍したと考えられている。しか

し、最近の研究によれば、現在残っている楽譜史料の多くは、何十年も口頭伝承で伝えられ

たものが後になって何かのきっかけで記譜されたものだったと思われる。すなわち、レオニ

ヌスやペロティヌスが作曲したままではなく、多くの歌い手によって伝えられる間にさまざ

まな変化を受けているだろうと想像されるのである 。

近年、このような観点に立って、オルガヌムが演奏された場や、演奏にたずさわった人々

の立場などに焦点をあてた研究が少しずつ出てきている。本論文では、そういった最近の研

究を参考にしつつ、セクシュアリティとの関わり、典礼でのポリフォニーの位置づけ、経済

状況の変化といった面からオルガヌムを見てみたい。それによって、12世紀から13世紀にか

けて最盛期を迎えその後衰退していったオルガヌムの歴史に、歌い手たちを取り巻く社会状

況の変化がどのように関わっているかを検討したい。

２ オルガヌムとセクシュアリティ

レオニヌスやペロティヌスの登場以前から、教会の場でオルガヌムあるいは類似のポリ

フォニーが歌われていたことは間違いない。しかし、その歌い手について描写したと思われ

る文章はわずかしか残っておらず、それらはとうてい好意的とは言えないものばかりである。

例えば、イングランドのシトー会の司教、リヴォールのアエルレド（1109 ～1167年）は次

のように述べている。

何のためにそのように音を短くしたり分割したりするのか ［テノルと］唱和したり、

分かれて歌ったり、また高い音で歌ったりする者がいる。またある者は中間の音を分割

したり、さらに細かく分けたりする。（中略）

口にするのも恥ずべきことだが、時には馬のいななきのような声になったり、時には
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男らしい活力を失って女のような細く高い声になったり、またある時にはわざとらしく

声を回転させてこちらへあちらへところがしたりしている。また時には、歌い手たちが

のどを詰まらせたように息を吐いて、歌を止め、ばかばかしい声の中断によって沈黙し

そうになったりするのを、あるいは今にも死にそうな人の苦痛や苦難に耐える人の恐怖

を真似したりするのを見るだろう。そうかと思うと、役者のような身振りで体全体を震

わせ、唇をゆがめたり、眼をぐるりと回したり、腕をさし上げたり、１つ１つの音符に

対して指を曲げて見せたりする。こんな笑止千万の放埓が礼拝の名で呼ばれている 。

女のような」という言葉を使っているが、当時男性が優位な性であるというのが常識的な

考え方であり、男性の持つ何らかの欠点を「女っぽい」という言い方でけなすのは常套句の

ようになっていた。しかしそれだけでなく、ポリフォニーを歌う際には相当に芝居がかった

身振りを伴うこともあったらしいことがうかがえる。

12世紀においては、ポリフォニーは典礼を華やかにする要素ではあったものの、まだ典礼

の本来の構成要素としては認められていなかった可能性が高い。12世紀の写本でまとまった

数の単旋聖歌とポリフォニーを筆写したまれな例である『カリクストゥス写本』でも、単旋

聖歌が写本冒頭の主要部分を占めているのに対し、ポリフォニーは巻末に補遺としておさめ

られているのも、そういった見方を反映しているのかもしれない 。台頭しつつあった典礼で

のポリフォニーが感覚に訴える要素を持ちすぎるのではないかと懸念する声はけっして小さ

いものではなかった。そして、当時の一部の聖職者にとって、その感覚に訴える要素とは、

性的な刺激と境界を接するもののように感じられていた形跡がある。代表的な例として、イ

ギリス人だが12世紀前半にパリで長期間勉学に励み、アベラールの弟子でもあったソールズ

ベリーのヨハネスの著作を引用しよう。

神の御まなざしの前で、まさに聖殿の内奥において、全くの虚栄から、気ままでみだ

らな声で音符やフレーズの終わりを女っぽいやり方で歌うことにより、若い魂をとりこ

にし骨抜きにしようとする［歌い手たちがいる］。彼らが前で歌ったり後ろで歌ったり、

一緒に歌ったり別に歌ったり、合間に歌ったり不吉な歌い方をする柔弱なやり方を聞け

ば、人間ではなくセイレーンたちの合唱だと信じてしまうだろう。このように高音や最

高音が低音や最低音と混ぜ合わされているので、耳からその判断力がほとんど失われて

しまうほどである。確かに、このようなやり方が過度にわたれば、精神的な敬虔さより

も、下半身への刺激のほうが先に引き起こされてしまうだろう 。

これらのポリフォニーの歌い手を非難した言説に共通しているのは、ある意味での「性的

逸脱」に対する嫌悪感であると言えるのではないだろうか。ここでいう性的逸脱とは、主と

して、華美なポリフォニーが聞き手の女性的な柔弱さを助長すること、男性が女性的な声や
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歌い方をすることで男性らしさを失うことを意味していた。

しかし、それだけでなく、当時のポリフォニーが同性愛的感情と結びついていたと主張し

ているのがBruce Holsingerの研究である。彼は、2001年の著書の中で１章をこの問題にあて

ており、レオニヌスの書いたとされる手紙の中に同性愛的な要素を読み取っている 。最近の

研究では、レオニヌスは、パリのノートルダム聖堂で参事会員として活躍した人物ではない

かとされている 。1179年から1201年にかけて、書類への署名など活動の記録があり、また長

編の宗教詩１編、韻文の手紙４通も残している。

手紙のうち１通は匿名の男性の友人にあてたもので、「愚者祭 をいっしょに過ごしたいの

で戻ってきてほしい」と呼びかけている。愚者祭には当時かなり問題視されるほどの無礼講

が行われており、性的な放埓を糾弾する文書なども残っているが、その中には当然男性聖職

者どうしの関係が問題にされている場合も多かった。しかしそういった状況証拠の他に、手

紙自体の中にも肉体的な関係を念頭に置いたと思われる表現が見られる。

祝祭の日、他の人々には杖とともに新しい年がやってくるが、

私にとっては君が来る日こそ祝祭の日になるだろう。

その時、私は愛をこめて君の首に腕を巻きつけ、

愛しい胸を愛しい胸に押しつけるだろう。

甘い戯れと心のおごそかな秘密、

その時こそ二人はお互いに自らのありのままを見せることになるだろう 。

これは男性間の愛情表現だといって間違いないと思われるが、それがどのような意味合い

を持っていたかを知るためには、中世の同性愛についての考え方を確認しておく必要がある。

中世以降近代に至るまで、ヨーロッパのキリスト教圏では同性愛行為を「ソドミー」と呼

び、非常に罪深い行為だとしてきたのは周知の事実だが、実はキリスト教の歴史の中で同性

愛に対する扱いが一貫して厳しかったわけではない。ボズウェルによれば、聖書自体や初期

キリスト教会の文書は、貪欲や隣人愛の欠如は非難しているものの、同性愛行為に関しては

特に明言していない 。また、「ソドミー」の語源となった旧約聖書の『創世記』の中のソドム

の町の逸話にしても、この挿話それ自体は直接同性愛のことを言っていない。中世前半にお

いては同性愛というのはキリスト教の中心的な問題とはされていなかったと思われる。それ

だけでなく、11世紀から12世紀にかけては、文学などの中に同性愛を題材にしたものが数多

く登場し、「ゲイ・サブカルチャー」とでもいうべき様相を呈していたという。

当時ゲイの男性を表象していたのはガニュメデス、すなわち鷲によって天上界へとさらわ

れ、ユピテルの酌人にされたという神話中のトロイアの王子であった。この美少年を題材に

した文芸や美術が多数登場していることから、同性愛と異性愛の間に本質的な区別をたてず、

むしろ同性愛のほうを優れた人物にふさわしいと考えていたと思われる古代ギリシアの思想
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の影響もあった可能性がある。

先ほどのレオニヌスの手紙の持つ意味合いをこういった時代背景を念頭において見直して

みると、それはレオニヌスが同性愛者であったことを直接意味するわけではないにしても、

その可能性は十分考えられるし、それはけっしてまれな現象だったというわけではないこと

がわかる。それでは、そのこととオルガヌム作曲との間に何らかの関係があるといえるのだ

ろうか。証明することは不可能だといってよいだろうが、当時のオルガヌムとゲイ・サブカ

ルチャーの間に接点あるいは文化的背景の共有があったという可能性は十分考えられる。

Holsingerは、1100年前後の作者不明の理論書『オルガヌム創作法』Ad organum facien-

dumの中の次のような一節を紹介している。

聖歌がすばやく上行すると、Ｄ音上にコプラが作られるだろう。

ＣとＥは甘美な笛のようにそれ（コプラ）を準備する。

そして第４の音であるＤは音に甘美な友情をもたらす、

くちづけをかわす者たちはお互いに近くにいるべきだから。

（中略）

オルガヌムは上で、あるいは下で、すべてを手に入れる。

最強の兵士のように激しい喜びをもって走り回る。

年長の君主あるいは主人のように音を統括する。

このように（オルガヌムを）付け加えることによりずっと甘美に響くようになる。

聖歌は先行者であるため、従属的なものにとどまる、

先を行く者は、後に続く者よりずっと小規模なものなのだから 。

ここでは聖歌声部とオルガヌム声部が２人の友人に例えられている 。彼らの関係は単に

精神的なものではなく、「くちづけをかわす」ようなものであり、最後の部分での「上で、あ

るいは下で」といった表現やオルガヌム声部が広い音域を動き回るため支配的、聖歌声部が

従属的な役割を果たすといった表現は肉体的な関係を暗示しているとも解釈できる。

さらにもう１つ興味深いのが「コプラ」という言葉である。これはオルガヌム理論書にし

ばしば登場する言葉で、時代によりその意味は異なっている。この理論書ではオルガヌムの

フレーズを３つの部分に分けており、開始部分のinceptioではユニゾン、オクターヴ、５度、

４度を、中間のmediumでは５度、４度を用いるとしている。フレーズの終わりはcopulaある

いはcopulatioと呼ばれ、いずれかの協和音程を経てユニゾンあるいはオクターヴに移る動き

を意味している 。また、フレーズの途中にユニゾンやオクターヴがある場合も、その前の音

としては協和音程が使われており、そういった場合もコプラに含めている。要するにここで

の「コプラ」は、一種の定型的終止形ないしカデンツとしての役割を果たす音型を意味する

専門用語として使われている 。なお、『オルガヌム創作法』だけでなく1100年頃から1300年
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頃にかけて筆写された複数の理論書に同じようなコプラ概念が見出され、それらは1970年の

Eggebrecht、Zaminer共著の校訂版にまとめられている。

なお、copulaという語は、英語の“couple”の語源であることからもわかるように一般的に

「結合」という意味で使われるが、「性行為」という意味で使われることもあった。この語に

直接由来する英語の“copulation”という単語は、人間や動物の「性交」を意味している。さ

らにcopulaには文法用語の「繋辞」、すなわち英語のbe動詞のように主語を動詞以外の述語と

結合させる語という意味もあった。その際ラテン語では主語と述語の性・数を一致させる必

要がある。こういった性格から、copulaというのは同性愛的な連想をさそう単語であった可

能性がある。

12世紀に流行した作者不明の「ガニュメデスとヘレネ」という詩がある。２人の主人公が

神々の前で同性愛と異性愛の優劣について論争するという内容であるが、その中に次のよう

な一節がある。

ガニュメデス「相違は分裂のもと。正しく結合するのは、同じもの同士。

男と男が結ばれるのこそ、優雅な組合せ。

知らぬなら教えよう、文法では、

同じ性のもの同士は結びつけねばならないのだ。」

これらの証拠は、あくまで当時のオルガヌムとゲイ・サブカルチャーの間に接点あるいは

文化的背景の共有があったという可能性を示すにとどまっている。しかし、男性どうしの声

が絡み合い、時には一方が女性的な役割をするポリフォニーという存在が、人によってはホ

モセクシュアルな連想を誘ったということは十分ありうる話である。

こういったゲイ・サブカルチャーがどういった経緯で登場したのかはまだ研究が進んでい

ないが、人口増加や都市化の進行、古代ギリシアの文化の再発見、イスラム文化との接触な

どの要因が関係しているという推測は可能である。しかし、このような同性愛に寛容な時代

が長く続くことはなかった。1179年の第３回ラテラノ公会議では、歴史上初めて同性愛行為

に関して破門など厳しい制裁を課すことを決定している。この時点ではこの制裁は実行され

なかったが、その後長く続くキリスト教会の同性愛否定がはっきりとした形をとったのがこ

の頃だといえよう。12世紀末にノートルダム聖堂の先唱者をつとめたペトルス・カントル

（1197年没）は、ソドミーを殺人にも匹敵する大罪として激しく糾弾する文章を書いてい

る 。前述のようにレオニヌスの活動記録は1179年から1201年にわたっているので、こういっ

た潮流を身近に感じていたのではないかと思われるが、どのような反応を示したのかはもち

ろんわかっていない。
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３ 主流化するオルガヌム

前節で述べたように、12世紀の史料にはポリフォニーを非難する言説が目立っていたのに

対し、世紀の終わり頃になると教会の典礼でオルガヌムを歌うことを指示する文書が登場す

るようになる。1198年の降誕祭の時期に、パリのノートルダム聖堂でペロティヌスが作曲し

た４声オルガヌムが演奏されたという推測の根拠としてしばしば取り上げられるパリ司教

ユード・ド・シュリーの1198年の教令を見てみよう。

従って私は、上述のように主の割礼の祝日が規則どおりに祝われていないことが認識

されており、教会の不品行がはびこっていることが知られているということを参事会員

の地位にある者に思い出させることを望み、先に述べた教皇特使の権威に基づき、さら

に熟慮を加え、上述の祝日の次第を次のように定めた。祝日の前夜には、晩課の際、単

純な復唱祝日の場合の規則どおりに、鐘が鳴らされる。（中略）それに加えてレスポンソ

リウムとベネディカムスを３声、４声、あるいは２声で歌うことができる。あるいは絹

のカッパ（祭服の一種）を着用した４人の副助祭によってレスポンソリウムが歌われる。

終課が秩序正しく荘厳に歌われる。それから、朝課の前に最高の祝典にふさわしく等級

に応じ１回鐘が鳴らされ、朝課が司教、首席司祭あるいは礼拝堂つき司祭によって始め

られ、秩序正しく完了されなければならない。この際、第３と第６のレスポンソリウム

は２声、３声あるいは４声で歌われる。先唱者は朝課のレスポンソリウム［の歌い手］

を指名する。ミサも同様に、他の時課とともに、上述のうちの誰かによって秩序正しく

挙行される。それに加えて、挿入文つきの使徒書簡が、絹のカッパを着用した２名によ

り読まれ、そしてすぐに引き続いて副助祭自身により読み上げられる。レスポンソリウ

ムとアレルヤは３声、４声、あるいは２声で、絹のカッパを身につけた者たちによって

歌われ、ミサの中で４人が前に進み出る。（中略）御言葉の受肉より1198年に施行 。

典礼のやり方や歌い手の人数は祝日の重要度に応じて変化する。ここでいう「復唱祝日」

とは祝日の等級の１つで、主の割礼の祝日（１月１日）はこれに含まれるが、同時に最高の

等級「大祝日」である降誕祭（12月25日）から８日めでもある。大祝日はその日からの８日

間をoctavaと呼び、その間祝日の意義が続くと考えられたので、この日は延長された降誕祭

としての意味も持っていた。したがって、このミサで歌ったレスポンソリウムは‘Viderunt
 

omnes’、アレルヤは‘Dies sanctificatus’であろうと推測されている。なお、復唱祝日の下に

は「復唱小祝日」という等級もある。現存する楽譜史料から推測すると、オルガヌムの作曲

は祝日の等級に応じた選別がなされている。例えばミサ用の２声オルガヌムを見ると、原則

として、大祝日の場合は８日めのぶんも含みグラドゥアーレとアレルヤの両方、復唱祝日の

場合はグラドゥアーレとアレルヤの両方、復唱小祝日の場合はアレルヤのみが作曲されてい
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る。ただし３声、４声のオルガヌムの場合それほどはっきりした選別がなされておらず、大

祝日である聖霊降臨祭には２声のものしかないが、復唱小祝日でも３声で作曲されているも

のもある 。

この教令で典礼のやり方を事細かに列挙しているのは、本来典礼に含まれるべきでないと

考えられた要素を排除するためでもある。その要素とは、世俗的な歌、祭服以外の衣装、必

要以上のろうそく、晩課の前後の行列などであった。割礼の祝日の前夜に行われる晩課の行

列は、本来聖家族のエジプト逃避を記念する意味合いがあったが、そこから連想してロバを

教会内に連れ込んだり、ロバの鳴きまねを取り入れた歌を歌ったりする習慣ができてしまい

問題視されていたらしい 。

そういった習慣に比べれば、オルガヌムは本来の聖歌をテノルとして使っているため、典

礼の一部として採用するのにそれほど抵抗はなかったであろう。この教令も、本来、愚者祭

があまりに下品なものになることを案じ、それにかわる「よりましな娯楽」としてオルガヌ

ムを許可したという性格があったのではないかと思われる。むしろ極端な不品行を禁止した

後の不満のはけ口として、多少の「芸人のような、あるいは女っぽい」歌い方は黙認されて

いたのではないかとも考えられるのである。

オルガヌムはその後、次第に教会の典礼の制度の中に組み込まれていったと思われる。そ

のことは、オルガヌムが13世紀の多くの楽譜史料で冒頭に華々しく載せられていることから

もうかがえる。しかしそれだけでなく、経済面でも変化が起きたと思われるのである。

４ オルガヌムと経済

13世紀初めの教会文書には、聖歌の歌い手に報酬を支払っていたという証拠が残っている。

ノートルダム聖堂の古文書を抜粋したCartulaire de l’eglise Notre-Dame de Parisの中には、

次のような記述が見られる。

８月１日の前７日め（＝７月26日、1200年 ）、（中略）繰り返し予告したとおり、主

の御降誕から３日めに祝われる福音史家聖ヨハネの祝日（12月27日）に、朝課に出席し

た聖歌隊のメンバーは１人あたり３ドニエを与えられるだろう。また、同じ日の主要な

ミサで、レスポンソリウムあるいはアレルヤを２声、３声あるいは４声で歌った者には

１人あたり６ドニエが与えられるだろう 。

７月15日の前３日め（＝７月13日、1208年）、（中略）さらに同司教（＝パリ司教ユー

ド・ド・シュリー）は、パリ教会で聖ステファヌスの生誕が荘厳にまた規則どおりに祝

われるよう、次のように定めた。同日の早朝の典礼に出席した参事会員あるいは他の主

要な役職にある者には１人あたり６ドニエ、またそれ以外の聖歌隊のメンバーには１人
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あたり４ドニエ、少年聖歌隊員には２ドニエ、ミサでレスポンソリウムあるいはアレル

ヤを２声あるいは３声あるいは４声で歌った聖職者には１人あたり６ドニエが与えられ

るよう、毎年パリ首席司祭が取り計らうことを命ずる 。

11世紀後半頃から、高位聖職者が本来の義務であるはずの典礼に出席するたびに報酬を得

るという習慣が在俗教会で広まり、改革派の修道会から強い非難を受けていたことが知られ

ているが、オルガヌムの歌い手にも参事会員と同額の６ドニエが支払われている。

キリスト教の典礼は音楽なしにはなりたたず、その音楽を取り仕切る先唱者の地位は非常

に重視されていた。しかし、現実にはそのような肩書きをもつ高位の聖職者がすべての義務

を果たしていたとはいえなかったようである。Craig Wrightらの研究によれば、当時聖歌演

奏の中心となっていたのは“clerici matutinorum”（朝課の聖職者たち）と呼ばれる16人の若

い聖職者たちであった。Matutinumすなわち朝課は深夜におこなわれる聖務日課であり、日

中の聖務日課やミサには他の聖職者たちも参加したが、朝課は彼らだけでおこなわれること

が多かったためこのように呼ばれていたようである。ノートルダムでは原則として聖歌を暗

譜で歌うことが求められていた。これには「心をこめて歌うため」という精神的な理由がな

かったわけではないにしても、実際問題として聖堂内が暗く、楽譜を見て歌える程度にまで

ろうそくをともすのは経済的に問題外だったからだと思われる。

彼らには聖職禄はなく、ミサや聖務日課で歌うことで収入を得ていた。1304年の記録では、

１人１回あたり晩課が２ドニエ、朝課が３ドニエ、ミサが３ドニエ、他の小時課が１ドニエ

であった。勤めごとに鉛のチップのようなものをもらい、月１回まとめて現金に引き換えて

いたらしい。この金額では生活はかなり苦しかったらしく、彼らをpauperes clerici（貧しい

聖職者たち）と呼んだ文書も残っている。彼らの大半はノートルダム聖堂の少年聖歌隊の出

身で、声変わりや大学を出て戻ってきたのを機にこの仕事に就く者が多かったという。まだ

10代の者も多く、あまり芳しい素行ではなかった形跡がある。彼らの地位は安定したもので

はなく、任期は洗礼者聖ヨハネの祝日（６月24日）を境にした１年ごとで、必ずしも再任さ

れるとは限らなかった。

この16人の中でリーダー的存在の６人は“machicotus”と呼ばれ、日々の勤めでソロの部

分やポリフォニーを担当していた。とくに重要な祝日の場合、ミサなどを盛大にするため出

席者に臨時の手当てが支払われ、そこでオルガヌムを歌うこともよい臨時収入になった。先

にあげたものと同様の文書は他にも残っており、オルガヌムの歌い手に与えられる金額は常

に１人あたり６ドニエである。非常な高額というわけではないが、とくに降誕祭からの１週

間にはオルガヌムを歌う機会も多く、そのたびごとに６ドニエずつもらえたとすれば合計で

はかなりの臨時収入になったといえよう。こういった報酬の財源は、パリ司教ユード・ド・

シュリー自身が寄付したものや、その他に一般の多くの篤志家から「朝課銭」denarii
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matutinalesなどいろいろな名目で寄進されたものをあてていた。

それではこの金額でどの程度の生活ができたのであろうか。まず、当時の貨幣単位だが、

ドニエにはパリ貨とトゥール貨の２種類があり、おおむねトゥール貨５ドニエがパリ貨４ド

ニエに相当した。いずれの場合も12ドニエが１スーとなる。トゥール貨20スー、パリ貨16スー

が１リーヴルである 。Wrightは“clerici matutinorum”の年収を約24ルーヴルと見積もっ

ている 。１日にミサ、朝課、晩課に１回ずつで８ドニエ、小時課に４回出席すれば12ドニエ

すなわち１スーになる。賛課、終課については記載がないが、賛課は朝課に、終課は晩課に

続けて行われることが多かったので１つのものとして計算しているのかもしれない。小時課

は毎日４回おこなうわけではないが、大きい祝日には晩課やミサが複数回ある場合もあるの

で、１日平均１スーとすれば、パリ貨で考えれば１か月で約２リーヴル、年に24リーヴルと

いう計算になる。

一方当時の物価だが、じつは13世紀の物価を推定するのはかなり困難である。中世フラン

スの物価を広く調査したD’Avenelの文献では、様々な公文書などに登場する具体的な物の値

段を一覧表の形で示している 。これを見ると、12世紀までは具体的な値段が文書に登場する

のはわずかのみで、13世紀からその数は増え始める。しかし13世紀初頭の数字はまだかなり

散発的で、全体的な物価がこの位だった、という材料として使うことは難しいのである。ま

た、書類の上ではドニエ銀貨での値段が記されていても、実際の支払いは現物支給であると

いった例もまれではなかったようである 。

入手できた資料は断片的ではあるが、その中で生活に密着したものとしては次のようなも

のがある。ギースらによれば、1250年頃のシャンパーニュ地方の都市トロワでは、去勢鶏１

羽が６ドニエ、普通の鶏１羽が４ドニエ、アナウサギが５ドニエ、大きめの野ウサギが12ド

ニエだったという 。なお、13世紀のパリの職業について記した書にパンの値段が２ドニエ以

下とある 。

以上のように大ざっぱな推定しかできないことを前提にあえて推測すれば、「朝課の聖職者

たち」が毎回の典礼にこまめに出席して得られる１日の収入約１スーとは、自給自足に近い

生活をしていた一般庶民にとってはともかく、都会でほとんど消費のみの生活をしていれば、

食費で消えてしまうような金額である。聖歌の歌い手たちの生活がけっして楽ではなかった

ことが実感できる。彼らにとって、音楽の才能に恵まれ、経験を積むことによって、典礼で

ポリフォニーを歌う機会を持つことができるようになることは、収入面においてもけっして

小さなことではなかったと思われるのである。11世紀から13世紀にかけての西ヨーロッパは

農業生産が増えるなど全体的な豊かさが増した時代であったが、その結果として13世紀初頭

頃から少なくとも都市部では貨幣経済が盛んになり、オルガヌムの歌い手たちの生活にも影

響を与えていたと言えるのではないだろうか。

Christopher Pageは、写本Cambridge,Gonville and Caius College,Ms. 331/772の中に

― ―149

オルガヌムの歌い手たち



含まれているロベール・ド・クールソンの『大全』Summaという文章を紹介している。これ

は1208年から1212/1213年の間に書かれたとされるが、その中に次のような一節がある。

例えば書記などが市場で高利貸しの両替商に自分の仕事や書いたものを代償に金を得

る場合のような、ちょっとした仕事について君が尋ねるのなら、私は前と同じようにこ

う言おう。彼らは高利貸しから受け取ったもののすべてを返さなければならない。

同様に、オルガヌムの先生たちが、若者や無知な者たちの精神を女のように柔弱にす

るために、彼らの前で芸人のようなあるいは女っぽいやり方をした場合、その行為は不

正だと言える。しかし彼らは、教会に奉仕することになるのであれば、正当な歌という

仕事によって収入を得ることができる。ただし、節度のない高位聖職者が、彼の教会で

芸人のような節度のない歌を聞かせるために、このような節度のない歌い手たちに聖職

給を与えた場合、彼は聖職売買の病におちいっていると私は信ずる。しかし、誰かが何

らかの典礼で土地の習慣に従ってオルガヌムで歌った場合、芸人のような細かい音符を

加えないようにするのであれば、許容される 。

ポリフォニーと女っぽさを結び付けて非難しているという点では先に引用したリヴォール

のアエルレドやソールズベリーのヨハネスの文章と似ているが、ここにも金銭による報酬と

の結びつきという新しい要素が見られるのが興味深い。

Pageはここでいう「オルガヌムの先生たち」magistri organiciを“machicoti”であると解

釈し、彼らが不安定な身分と収入をカバーするためにオルガヌムを教えるというアルバイト

をしていた可能性もあるのではないかと推測している。Magisterという言葉は「大学で学位

を取得した教師」という意味で使われることが多いが、もっと一般的に「何らかの技能を持

ち、それを教えられる人」という意味もある。従来の研究では当時ポリフォニーの講義を大

学で行っていたとしているのに対し、もっと私的な形で教えていたと考えたのである。確か

に単旋聖歌に関する基礎的知識は大学入学前にすでに身につけているものとされていたし、

名目上自由七科の１つであった音楽は、13世紀のはじめにはすでに学問としては重要視され

なくなっていた。1230年から1240～1245年の間に作られた写本Ms. Barcelona, Corona de
 

Aragon, Ripoll 109にパリ大学のカリキュラムが載っているが、音楽関連のものはボエティ

ウスの『音楽教程』De institione musicaのみであり 、ポリフォニーが大学のいわゆる必修

科目であったとは考えられない。しかし、13世紀後半のポリフォニーを扱った理論書に当時

の大学で中心的存在であったアリストテレス哲学の影響が見られることは多くの研究者が指

摘している。また、1338年のソルボンヌの蔵書カタログにはオルガヌムの楽譜集２冊ととも

にヒエロニムス・デ・モラヴィアの『音楽論』Tractatus de musicaの写本が載っており、講

義に使われていたらしく、学生が代金を支払って筆写していたと思われる。頻繁に使用され

たため、ソルボンヌの図書館では鎖で固定されていたという。なおこの写本はその後フラン
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ス革命の時代にパリ国立図書館に移され、現在もそこにある 。

また、この文章を書いたロベール・ド・クールソン自身1200年頃から1212年まで大学で教

鞭をとっており、その後枢機卿及び教皇特使に任命されてからは大学の改革と規約の制定を

おこなった人物である 。このようにパリ大学と関係の深かった彼が、magisterという言葉を

大学とまったく無縁な状況を想定して使った可能性は低いのではないか。ポリフォニーは、

大学の正規の科目ではなかったであろうが、大学の課外活動のような形で、大学人によって

教えられていたとも考えられる。そうだとすると、オルガヌムの歌い手は“machicoti”に限

らず、もう少し高位の聖職者や大学教師も含まれていたのではないだろうか。

いずれにしても、ノートルダム聖堂で彼らの歌に対しおそらく出来高払いで報酬が支払わ

れていたことは、前にあげた史料ですでに示した。しかしここで注意したいのは、ロベール

の文章の中の「教会に奉仕することになるのであれば」という時の教会は複数形（ecclesiaの

複数奪格形ecclesiis）であり、また「土地の習慣に従って」というくだりなども考えると、彼

らがおそらくノートルダム以外の各地の教会に出張し、オルガヌムを歌って報酬を得ること

もあったと思われる点である。Pageはこれらの教会はフランス国外をも含む広い範囲にわ

たったのではないかと推測している。Craig Wrightは、オルガヌムの諸写本のうち現在フィ

レンツェにあるFirenze,Biblioteca Medicea Laurenziana,Plut.29.1.の内容が12世紀のパ

リの慣習と最も一致しており、他の写本はその中から特定の教会の慣習に合う部分のみを抜

粋したのではないかと主張している 。Pageはこの説と合わせて考え、ノートルダムで作ら

れたレパートリーが各地の教会の慣習に合わせた形に修正されて広まっていったのには、こ

ういった「オルガヌムの先生たち」が退職後に各地に流れていき、そこでパリ仕込みのオル

ガヌムを歌って収入を得ていたことも関与していたのではないかと推測している 。

５ おわりに

13世紀末に活躍したと思われるヨハンネス・デ・グロケイオは次のように述べている。

次にオルガヌムとは、ただ１つの歌詞、すなわち同一の音節をもち、複数の声部が調

和するように構成された楽曲（カントゥス）である。「ただ１つの歌詞をもつ」と言った

のは、すべての声部（カントゥス）が同一の音節の上に作られているからである。この

楽曲には、２つの異なったタイプがある。そのひとつは、特定の楽曲、つまり教会聖歌

に基づくものである。これは教会あるいは［それ以外の］聖なる場所において、神を賛

美し、いと高き者をあがめるために歌われる。この種の楽曲こそ、オルガヌムの名で呼

ばれるにふさわしい 。

この頃のオルガヌムはかなり礼儀正しい音楽になっていたようである。世紀の変わり目に
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ペロティヌスの作品によって頂点を迎えたオルガヌムは、13世紀後半になって記譜されるよ

うになり、理論書で説明されるようになり、より厳格に管理されるようになっていく。しか

し一方では、モテットなど新しい曲種におされて活気を失い、新しい作品は作られなくな

る 。 その理由の１つとして、同性愛的な声の戯れの喜びや大げさな身振りを伴う演劇的な

自由さが失われていったということがあるかもしれない。モテットには一部エロティックな

歌詞を持つものもあるが、異性愛的な内容が多いように思われる。13世紀という時代の雰囲

気を反映しているのかもしれない。

パリのノートルダム聖堂周辺で、12世紀から13世紀前半にかけていわゆる「ノートルダム

楽派」のオルガヌムが盛んになり、その後衰退していった理由は、まだ十分に説明されてい

ない。その歌い手たちの様子を知るための史料は散発的で限られたもののみであるが、それ

らを組み合わせてみることで、オルガヌムをめぐる状況が社会の変化とどのように関係して

いるか推測を試みた。12世紀の史料から見るオルガヌムは、「女っぽい」と非難される見世物

がかった音楽だったようである。13世紀になると、俗悪な慣習を抑えるための代替物として

の要素を持ちつつも、次第に教会の体制に組み込まれていったように思われる。その過渡期

となった13世紀初頭には、それまで寛容だった同性愛に対する教会の態度に変化が見られ、

また貨幣経済の発展に伴って、報酬を稼ぐための手段としてオルガヌムを歌っていたという

証拠が増えてくる。こういった社会の変化がオルガヌム自体の変質を促し、興隆と衰退の原

因の１つになった可能性も考える必要があるであろう。

なお本稿は、平成19年度東京藝術大学博士論文『《オルガヌム大全》の研究』の一部を書き

改めたものである。
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Singers of Organum

 

HIRAI Makiko

 

Organum singing flourished at the Cathedral of Notre Dame de Paris from the 12th to the
 

13th century following which it declined. The reasons for the decline have not been explained
 

thoroughly. This study attempts to elucidate the background of the rise and fall of organum
 

while focusing on its singers.

In the 12th century,polyphony singers were at times the target of fierce criticism,which often
 

disparaged their“effeminate and degrading”style and alluded to the music’s effects inducing

“sexual deviation.” Polyphony singing itself might have shared its background with the“gay
 

subculture”prosperous at the time. Leoninus,one of the two renowned organum composers
 

whose name is found in the coeval treatises,left some homoerotic expressions in his letters. If
 

the church was not excessively harsh toward homosexuality in the 12th century,the atmosphere
 

changed in the beginning of the 13th century when the church authorities began to take a
 

tougher stance against it.

Concurrently,organum was incorporated into mainstream church services. While organum
 

was not highly prased, it seemed to be tolerated as an acceptable form of entertainment.

Church documents reveal that chant singing was often subcontracted on a fee-for-service basis
 

to young clerics, and that a fixed amount of money was paid for every performance of
 

polyphony. For young clerics without benefice,the skill of organum singing was an impor-

tant source of income. At the same time, organum began to lose some of its appeal in
 

exchange for decency.
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